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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期
第３四半期
累計期間

第62期
第３四半期
累計期間

第61期
第３四半期
会計期間

第62期
第３四半期
会計期間

第61期

会計期間

自平成21年
３月１日
至平成21年
11月30日

自平成22年
３月１日
至平成22年
11月30日

自平成21年
９月１日
至平成21年
11月30日

自平成22年
９月１日
至平成22年
11月30日

自平成21年
３月１日
至平成22年
２月28日

売上高（千円） 16,905,57816,203,8525,970,5765,892,02422,747,031

経常利益（千円） 742,810 849,147 530,029 639,274 974,269

四半期（当期）純利益（千円） 306,943 447,743 260,873 395,990 427,795

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － － － －

資本金（千円） － － 2,000,0002,000,0002,000,000

発行済株式総数（千株） － － 24,470 24,470 24,470

純資産額（千円） － － 5,441,8985,978,2285,592,759

総資産額（千円） － － 11,697,64012,129,11212,407,316

１株当たり純資産額（円） － － 223.21 245.25 229.41

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
12.59 18.37 10.70 16.25 17.55

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円） － － － － 3.00

自己資本比率（％） － － 46.5 49.3 45.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,242,521△664,067 － － 767,413

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△30,097 6,626 － － △27,778

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△492,531△435,605 － － △630,838

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,555,5242,336,4243,429,470

従業員数（人） － － 645 599 635

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

　　　　２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式がないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第３四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

　

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成22年11月30日現在

従業員数（人） 599 [694]

　（注）　１．従業員数は、契約社員を含めた就業人員数で記載しております。

２．パートタイマーの当第３四半期会計期間の平均人員数（１日８時間換算の月平均人数）を［　］外数で記

載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）商品仕入実績

区分別仕入状況

区分別
前第３四半期会計期間

（平成21年９月１日～平成21年11月30日）
当第３四半期会計期間

（平成22年９月１日～平成22年11月30日）
仕入高（千円） 仕入高（千円）

重衣料 993,433 1,099,047

中衣料 456,609 549,388

軽衣料 1,218,161 1,412,725

その他衣料等 △80,716 △85,673

合計 2,587,489 2,975,488

　（注）１．重衣料の主なものはスーツ（オーダー含む）、ジャケット、スラックスです。

２．中衣料の主なものはジャンパー、ショーツです。

３．軽衣料の主なものはカットソー、シャツ（オーダー含む）、ネクタイです。

４．その他衣料等はスカート、ワンピース等であり、店舗への商品配送の代行等に伴う仕入控除を含めておりま

す。

５．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）商品販売実績

区分別売上状況

区分別
前第３四半期会計期間

（平成21年９月１日～平成21年11月30日）
当第３四半期会計期間

（平成22年９月１日～平成22年11月30日）
売上高（千円） 売上高（千円）

重衣料 2,238,613 2,361,653

中衣料 658,455 577,620

軽衣料 2,909,736 2,784,054

その他衣料等 163,771 168,695

合計 5,970,576 5,892,024

　（注）１．その他衣料等はスカート、ワンピースのほか、クレジットカード会員獲得に伴う手数料収入、衣料品の修理・

加工に伴う収入等であります。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２【事業等のリスク】

　当第３四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。 

 

（1）経営成績の分析　　　　 

　当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、景気対策の効果により回復の兆しが一部には見られたものの、円

高、株安など先行きの不透明感は依然として続いております。衣料品小売業界におきましては、生活防衛意識によ

る消費の伸び悩みに加え、天候不順も続き、厳しい環境が続きました。

このようななか当社は、「店頭ＶＭＤ力の向上」、「商品の差別化」、「お客様満足業の追求」をテーマに、”お

客様に選んでいただける店作り”をして、他社との差別化を目指してまいりました。

売上面では、当第３四半期会計期間に「創立60周年記念キャンペーン」を実施しましたが、天候不順による影響

で客数は伸び悩み、既存店売上高前年同期比は3.2％の減少となりました。

商品面では、スーツ、コート、ジャケットなどファッションに機能性を備えた商品及び戦略的な価格で展開強化

したレザーブルゾンなどが好調に推移しました。

　店舗面では、「TAKA:Q」を３店舗、「m.f.editorial」を１店舗、「semanticdesign」を１店舗、計５店舗出店いた

しました。一方低効率店等４店舗を退店し、当第３四半期会計期間末店舗数は、前年同期に比べ１店舗増の262店舗

となりました。

　

　以上の結果、当第３四半期会計期間の売上高は58億９千２百万円（前年同期比1.3％減）、営業利益は５億８千７

百万円（同22.6％増）、経常利益は６億３千９百万円（同20.6％増）、四半期純利益は３億９千５百万円（同

51.8％増）となりました。

　

また、当第３四半期累計期間の売上高は162億３百万円（前年同期比4.2％減）、営業利益は７億８百万円（同

18.0％増）、経常利益は８億４千９百万円（同14.3％増）、四半期純利益は４億４千７百万円（同45.9％増）とな

りました。　

　　 

（2）財政状態の分析

資産、負債及び純資産の状況　　　　 

資産の部は、前事業年度末に対して２億７千８百万円減少し、121億２千９百万円となりました。主な要因は、

流動資産では売掛金が６億４千４百万円、商品が５億４千６百万円それぞれ季節的要因により増加しましたが、

現金及び預金が10億９千３百万円、固定資産では有形固定資産が１億３千９百万円、無形固定資産が５千６百万

円、投資その他の資産が１億４千７百万円それぞれ減少したこと等によるものであります。

負債の部は、前事業年度末に対して６億６千３百万円減少し、61億５千万円となりました。主な要因は、支払手

形及び買掛金が２億９千７百万円、長・短借入金が３億５千１百万円それぞれ減少したこと等によるものであ

ります。

なお、現金及び預金、支払手形及び買掛金の減少には、前事業年度末日が休日であった影響が含まれておりま

す。

純資産の部は、前事業年度末に対して３億８千５百万円増加し、59億７千８百万円となりました。主な要因は、

利益剰余金が３億７千４百万円増加したこと等によるものであります。
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（3）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物は、前四半期会計期間末より３億６百万円増加し、23億

３千６百万円となりました。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

当第３四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロ－）

営業活動によるキャッシュ・フローは、４億３千３百万円の収入（前年同四半期比３億２千７百万円の収入

減少）となりました。これは税引前四半期純利益６億５千４百万円および非資金的費用の減価償却費７千８百

万円の計上、仕入債務の増加12億７千７百万円による収入と、売上債権の増加８億６千万円およびたな卸資産の

増加８億５千８百万円の支出等によるものです。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロ－）

　投資活動によるキャッシュ・フロ－は、３百万円の支出（前年同四半期比５千１百万円の支出増加）となりま

した。これは敷金及び保証金の回収による収入が６千９百万円ありましたが、新規出店等により有形固定資産を

２千８百万円取得、敷金及び保証金の差入３千９百万円の支出等によるものです。　

　

（財務活動によるキャッシュ・フロ－）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、１億２千２百万円の支出（前年同四半期比６千６百万円の支出減少）

となりました。これは長期借入金を１億１千９百万円返済したこと等によるものです。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（5）研究開発活動

　該当事項はありません。　　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期会計期間において、前四半期会計期間末において計画中でありました設備の新設につきましては、平

成22年９月に１店舗、10月に３店舗、11月に１店舗を出店致しました。なお、新たに確定した重要な設備の新設、改装

等の予定はありません。

　また、経常的な設備の更新のための退店を除き、重要な設備の除却の予定はありません。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 97,800,000

計 97,800,000

　

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在発
行数（株）
（平成22年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年１月４日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 24,470,822 24,470,822
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

500株 

計 24,470,822 24,470,822 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数　　
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成22年９月１日～

平成22年11月30日 
－ 24,470,822 － 2,000,000 － －

　

（６）【大株主の状況】

　   大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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（７）【議決権の状況】

　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成22年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】　

    平成22年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　     94,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 24,184,500 48,369 －

単元未満株式 普通株式  　  191,822 － －

発行済株式総数 24,470,822 － －

総株主の議決権 － 48,369 －

   

②【自己株式等】

平成22年11月30日現在

所有者の氏名又は名
称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社タカキュー

東京都板橋区

板橋３丁目９番７号
94,500 － 94,500 0.38

計 － 94,500 － 94,500 0.38

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

最高（円） 185 186 170 157 151 148 180 148 145

最低（円） 163 165 141 141 140 136 135 138 130

　（注）　上記の株価については、東京証券取引所市場第一部における株価によっております。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期会計期間（平成21年９月１日から平成21年11月30日まで）及び前第３四半期累計期間（平成21

年３月１日から平成21年11月30日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四半期会計期間（平成

22年９月１日から平成22年11月30日まで）及び当第３四半期累計期間（平成22年３月１日から平成22年11月30日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間（平成21年９月１日から平成21

年11月30日まで）及び前第３四半期累計期間（平成21年３月１日から平成21年11月30日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第３四半期会計期間（平成22年９月１日から平成22年11月30日まで）及び当第３四半期累計期間（平成

22年３月１日から平成22年11月30日まで）に係る四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期

レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当社

では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財政状

態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、四

半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成22年11月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,336,424 3,429,470

売掛金 1,796,367 1,151,930

商品 2,775,514 2,228,870

貯蔵品 46,629 42,674

繰延税金資産 137,805 107,157

その他 221,638 288,967

流動資産合計 7,314,379 7,249,070

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※1
 223,730

※1
 281,752

機械及び装置（純額） ※1
 5,673

※1
 7,747

器具及び備品（純額） ※1
 284,498

※1
 362,888

その他（純額） 8,667 9,773

有形固定資産合計 522,569 662,162

無形固定資産 110,539 166,648

投資その他の資産

関係会社株式 201,535 182,500

賃貸不動産（純額） ※1
 6,905

※1
 9,177

差入保証金 510,420 591,605

敷金 3,475,905 3,536,616

繰延税金資産 148,237 155,481

その他 252,128 297,520

貸倒引当金 △413,509 △443,469

投資その他の資産合計 4,181,623 4,329,433

固定資産合計 4,814,732 5,158,245

資産合計 12,129,112 12,407,316

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,978,646 ※2
 4,275,766

短期借入金 289,140 423,562

未払法人税等 312,225 299,575

賞与引当金 18,374 101,847

店舗閉鎖損失引当金 13,700 18,168

その他 1,040,231 975,169

流動負債合計 5,652,318 6,094,088

固定負債

長期借入金 296,590 513,445

退職給付引当金 20,189 20,189

その他 181,787 186,834

固定負債合計 498,566 720,468

負債合計 6,150,884 6,814,556
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成22年11月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,000,000 2,000,000

資本剰余金 568,462 568,462

利益剰余金 3,409,056 3,034,450

自己株式 △23,758 △23,202

株主資本合計 5,953,760 5,579,710

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 24,467 13,141

繰延ヘッジ損益 － △93

評価・換算差額等合計 24,467 13,048

純資産合計 5,978,228 5,592,759

負債純資産合計 12,129,112 12,407,316
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年11月30日)

売上高 ※1
 16,905,578

※1
 16,203,852

売上原価 6,756,907 6,190,534

売上総利益 10,148,670 10,013,318

販売費及び一般管理費 ※2
 9,548,461

※2
 9,304,914

営業利益 600,208 708,403

営業外収益

不動産賃貸料 364,841 335,406

その他 92,853 100,688

営業外収益合計 457,695 436,095

営業外費用

不動産賃貸費用 259,179 235,640

その他 55,914 59,711

営業外費用合計 315,093 295,351

経常利益 742,810 849,147

特別利益

前期損益修正益 3,197 －

貸倒引当金戻入額 23,096 45,576

転貸借契約解約益 4,640 10,700

店舗閉鎖損失引当金戻入額 8,292 1,762

特別利益合計 39,225 58,039

特別損失

前期損益修正損 － 24,032

減損損失 67,143 86,061

賃貸借契約解約損 12,503 14,790

その他 0 9,664

特別損失合計 79,647 134,548

税引前四半期純利益 702,388 772,638

法人税、住民税及び事業税 258,264 356,071

過年度法人税等 120,760 －

法人税等調整額 16,420 △31,177

法人税等合計 395,445 324,894

四半期純利益 306,943 447,743
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期会計期間
(自　平成21年９月１日
　至　平成21年11月30日)

当第３四半期会計期間
(自　平成22年９月１日
　至　平成22年11月30日)

売上高 ※1
 5,970,576

※1
 5,892,024

売上原価 2,321,626 2,119,076

売上総利益 3,648,949 3,772,947

販売費及び一般管理費 ※2
 3,170,070

※2
 3,185,897

営業利益 478,879 587,050

営業外収益

不動産賃貸料 119,873 109,599

その他 28,154 32,418

営業外収益合計 148,027 142,018

営業外費用

不動産賃貸費用 82,965 74,919

その他 13,912 14,874

営業外費用合計 96,877 89,794

経常利益 530,029 639,274

特別利益

貸倒引当金戻入額 5,821 17,735

店舗閉鎖損失引当金戻入額 225 －

特別利益合計 6,046 17,735

特別損失

賃貸借契約解約損 8,215 2,276

特別損失合計 8,215 2,276

税引前四半期純利益 527,860 654,732

法人税、住民税及び事業税 206,892 299,059

過年度法人税等 120,760 －

法人税等調整額 △60,664 △40,317

法人税等合計 266,987 258,742

四半期純利益 260,873 395,990
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 702,388 772,638

減価償却費 350,684 248,114

減損損失 67,143 86,061

貸倒引当金の増減額（△は減少） △13,103 △29,959

賞与引当金の増減額（△は減少） △81,186 △83,472

退職給付引当金の増減額（△は減少） △990 －

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △24,655 △4,467

賃貸借契約解約損 12,503 14,790

有形固定資産除却損 2,892 12,539

受取利息及び受取配当金 △6,314 △8,212

支払利息 22,020 10,362

売上債権の増減額（△は増加） △690,487 △644,436

たな卸資産の増減額（△は増加） 291,158 △550,598

仕入債務の増減額（△は減少） △1,744,763 △297,119

未払消費税等の増減額（△は減少） 59,240 △154,418

その他 178,256 296,831

小計 △875,212 △331,346

法人税等の支払額 △367,308 △332,720

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,242,521 △664,067

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △178,076 △98,985

無形固定資産の取得による支出 △7,822 △4,855

貸付金の回収による収入 3,750 5,000

敷金及び保証金の差入による支出 △33,234 △91,300

敷金及び保証金の回収による収入 196,609 200,489

その他の資産取得による支出 △11,767 △7,205

長期預り保証金の返還による支出 △29,400 △21,087

長期預り保証金の受入による収入 23,552 16,040

利息及び配当金の受取額 6,291 8,530

投資活動によるキャッシュ・フロー △30,097 6,626

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 500,000 －

短期借入金の返済による支出 △500,000 －

長期借入れによる収入 170,000 －

長期借入金の返済による支出 △591,371 △351,277

自己株式の増減額（△は増加） △508 △556

利息の支払額 △21,712 △10,545

配当金の支払額 △48,939 △73,226

財務活動によるキャッシュ・フロー △492,531 △435,605

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,765,150 △1,093,045

現金及び現金同等物の期首残高 3,320,674 3,429,470

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,555,524

※1
 2,336,424
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

　該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
（平成22年11月30日）

前事業年度末
（平成22年２月28日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、次のとおりであ

　　ります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、次のとおりであ

　　ります。

有形固定資産 3,324,507千円

賃貸不動産 1,040,010　

有形固定資産 3,342,191千円

賃貸不動産 1,037,738　

　

　

※２　期末日満期手形及びファクタリング対象の買掛金

当期末日満期手形の会計処理は、手形交換日をもっ

て決済処理し、ファクタリング対象の買掛金の会計処

理は、実際の決済日をもって処理しております。

なお、当事業年度の末日は金融機関の休日であった

ため、次の期末日満期手形及びファクタリング対象の

買掛金が期末残高に含まれております。

　      

　      　

      
　

支払手形  386,362千円

ファクタリング対象の買掛金  770,731

 合計  1,157,094

 

　

（四半期損益計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年11月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日）

※１　当社は事業の性質上、春夏にあたる上半期の商品単価

が低く、売上高の比重は下半期に高くなります。

※１　　　　　　　　　　同左

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　　次のとおりです。

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　　次のとおりです。

給料手当 2,953,136千円

賞与引当金繰入額 19,113　

賃借料 2,730,614　

給料手当 2,899,784千円

賞与引当金繰入額 18,374　

賃借料 2,646,619　

　

前第３四半期会計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日）

※１　当社は事業の性質上、春夏にあたる上半期の商品単価

が低く、売上高の比重は下半期に高くなります。

※１　　　　　　　　　　同左

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　　次のとおりです。

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　　次のとおりです。

給料手当 972,458千円

賞与引当金繰入額 19,113　

賃借料 909,302　

給料手当 972,121千円

賞与引当金繰入額 18,374　

賃借料 897,679　
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年11月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係 

 （平成21年11月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 1,555,524

現金及び現金同等物 1,555,524

 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係 

 （平成22年11月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 2,336,424

現金及び現金同等物 2,336,424
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（株主資本等関係）

当第３四半期会計期間末（平成22年11月30日）及び当第３四半期累計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年

11月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 24,470千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 95千株

 

３．配当に関する事項

　　配当金支払額 

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月20日

定時株主総会
普通株式 73,137 3 平成22年２月28日平成22年５月21日利益剰余金 

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成22年11月30日）

前事業年度末
（平成22年２月28日）

１株当たり純資産額 245.25円 １株当たり純資産額   229.41円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第３四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年11月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日）

１株当たり四半期純利益金額  12.59円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

１株当たり四半期純利益金額  18.37円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年11月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日）

四半期純利益（千円） 306,943 447,743

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 306,943 447,743

期中平均株式数（千株） 24,382 24,377
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前第３四半期会計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日）

１株当たり四半期純利益金額  10.70円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

１株当たり四半期純利益金額  16.25円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期会計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日）

四半期純利益（千円） 260,873 395,990

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 260,873 395,990

期中平均株式数（千株） 24,381 24,375

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年１月８日

株式会社タカキュー

取締役会　御中

有限責任監査法人　トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中野　眞一　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 國井　泰成　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社タカキュー

の平成21年３月１日から平成22年２月28日までの第61期事業年度の第３四半期会計期間（平成21年９月１日から平成21年

11月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成21年３月１日から平成21年11月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四

半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社タカキューの平成21年11月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第

３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　
（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

    　２　四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 　
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年12月28日

株式会社タカキュー

取締役会　御中

有限責任監査法人　トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 國  井  泰  成　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 郷右近  隆  也　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社タカキュー

の平成22年３月１日から平成23年２月28日までの第62期事業年度の第３四半期会計期間（平成22年９月１日から平成22年

11月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成22年３月１日から平成22年11月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四

半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社タカキューの平成22年11月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第

３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　
（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

    　２　四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 　
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